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会
長
退
任
に
あ
た
り

平
成
２8
年
度
に
向
け
て

朝
霞
地
区
保
護
司
会

　会
長

　荒
川
淳
一

朝
霞
地
区
保
護
司
会

　新
会
長

　濱
岡
健
夫

62
回
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会
を
担
当
し
、第
３
ブ

ロッ
ク
保
護
司
及
び
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。27
年
２
月
よ
り
偶
数
月
第
３
木
曜
日
に
新
座

市
に
あ
る
殿
山
亀
寿
苑
で
清
掃
、介
助
補
助
等
の

社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
、毎
回
４
〜
５
人
の
対

象
者
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。10
月
に
は
初
め
て

連
合
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。28
年
２
月
、念
願
で
あ
り
ま
し
た
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
こ
と
は
朝
霞
市
長
始

め
事
務
局
の
方
々
保
護
司
の
皆
様
の
ご
支
援
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
、濱
岡
新
会
長
を
中
心
に
当

地
区
が
発
展
す
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
24
年
会
長
に
推
挙
さ
れ
２
期
４
年
間
、保

護
司
の
皆
様
及
び
事
務
局
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご

厚
情
を
賜
り
大
過
な
く
職
責
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
、第
１
回
保
護
司
代
表
者
協
議
会
に
お

い
て
保
護
司
の
充
足
率
が
当
地
区
で
は
86
％
で
し

た
の
で
、朝
霞
市
だ
け
の
保
護
司
候
補
者
検
討
協

議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、部
会
が
必
要
だ

と
思
い
25
年
の
総
会
で
４
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
、総
務
部
会
で
26
年
５
月
に「
保
護
司
だ
よ
り
」

が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。27
年
に
は
第
３
ブ
ロッ
ク
連

絡
協
議
会
会
長
、埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
常

務
理
事
に
推
挙
さ
れ
身
に
余
る
思
い
で
し
た
。第

い
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
研
修
会
の
場
で

議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
よ
り
朝
霞
市
浜
崎
51‒

１

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
開
所
し
、
地
域
に
お
け
る
更
生
保

護
の
拠
点
と
し
保
護
司
活
動
の
み
な
ら
ず

各
団
体
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
結
び
に
荒
川
会
長
、
事
務
局
の

方
々
に
は
四
年
間
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂

き
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
朝
霞
地
区
保
護
司
会

の
事
務
局
が
朝
霞
市
よ
り
志
木
市
に
移
り

ま
し
た
。

　
四
市
の
市
長
、
四
市
の
事
務
局
の
方
々

及
び
地
域
の
関
係
団
体
及
び
保
護
司
の
皆

様
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
６
月
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
刑
の
一

部
執
行
猶
予
制
度
導
入
と
い
う
こ
と
で
対

象
者
は
３
年
以
下
の
懲
役
か
禁
固
刑
で
原

則
と
し
て
、
初
め
て
刑
務
所
に
入
る
受
刑

者
や
薬
物
犯
罪
者
や
再
犯
で
も
対
象
と
の

こ
と
、
再
犯
防
止
講
座
の
内
容
を
大
幅
に

拡
充
し
早
期
の
社
会
復
帰
を
実
現
す
る
狙

第3号
平成28年5月1日

発行人はみな、
生かされて
生きていく。
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朝
霞
地
区
保
護
司
会

　
　総
務
部
会
活
動
報
告

研
修
部
会
報
告

犯
罪
予
防
活
動
部
会
報
告

協
力
組
織
部
会

総
務
部
会
副
部
会
長
　
清
水
　
栄
一

■
朝
霞
地
区
保
護
司
会
及
び

　
　
　 

更
生
保
護
女
性
会
合
同
研
修
会

平
成
27
年
12
月
16
日
㈬

研
修
テ
ー
マ
／「
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復

と
支
援
」

講
師
／
創
価
大
学
看
護
学
部
教
授・五
十

嵐
愛
子
氏（
志
木
支
部
保
護
司
）

出
席
者
／
保
護
司
45
名
　
女
性
会
50
名

・
薬
物
依
存
は
慢
性
的
な
病
気
で
、
自

分
が
病
気
で
あ
る
自
覚
が
な
い
。
快

感
を
脳
か
ら
消
し
去
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
治
癒
は
な
い
が
、
回
復
で
き

る
病
気
。

・
医
療
、
福
祉
、
地
域
・
学
校
、
司
法

等
の
機
関
が
連
携
し
て
当
事
者
、
家

族
へ
の
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
信
頼

関
係
を
築
け
る
仲
間
と
居
場
所
が
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
犯
罪
の
要
因
が
色
々
あ
る
中
で
、「
麻

薬
」が
ら
み
の
犯
罪
が
一
番
多
く
、
ま
た
、

厄
介
且
つ
悲
惨
な
結
果
を
招
く
の
で
す
。

麻
薬
は
使
用
方
法
に
よ
っ
て「
覚
せ
い
剤
、

大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
コ
カ

イ
ン
、「
Ｌ
Ｓ
Ｄ
」等
、
い
ろ
い
ろ
な
薬
物

が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
司
の
中
に
も
、
事
業
主
を
さ
れ

て
い
る
人
も
い
る
と
の
事
。
ぜ
ひ
、
一

社
で
も
多
く
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
た
だ

け
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
更
生
保
護
女
性
会

　
女
性
の
立
場
か
ら
犯
罪
予
防
の
活
動

や
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
子

育
て
支
援
活
動
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

・
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
と
の

合
同
研
修
会
や
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
等
で
連
携
を
と
り
活
動

■
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

　
問
題
を
抱
え
て
い
る
少
年
、
少
女
に

兄
や
姉
の
よ
う
な
立
場
で
関
わ
り
な
が

ら
、
彼
ら
の
成
長
を
応
援
す
る
、
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

・
現
在
、
会
員
の
高
齢
化
と
共
に
衰
退

の
現
状
で
あ
る
が
、
Ｏ
Ｂ
会
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
若
い
人
材
の
確
保

に
あ
た
り
、
新
た
な
組
織
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
社
会

を
目
指
し
「
更
生
保
護
」
に
取
組
み
ま

し
ょ
う
。

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
の
ス
タ
ッ

フ
の
一
人
も
元
患
者
で
し
た
が
、
今
で

は
矯
正
を
頑
張
り
終
え
て
立
派
に
指
導

者
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　「
薬
」は
一
回
で
も
使
用
す
る
と
脳
を

破
壊
し
、
家
族
や
友
人
、
職
場
、
人
間

関
係
、
そ
し
て
、
自
分
自
身
を
も
破
壊

し
廃
人
と
な
る
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
で

す
。
だ
か
ら
、
友
達
に
誘
わ
れ
て「
一
回

ぐ
ら
い
な
ら
」と
安
易
な
気
持
ち
で
使
わ

な
い
こ
と
で
す
。

　
麻
薬
中
毒
に
な
ら
な
い
為
に
は
、
絶

対
一
回
で
も
使
わ
な
い
こ
と
で
す
。

絶
対
ダ
メ
で
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
に
は
「
地
域
の

チ
カ
ラ
」
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

■
協
力
雇
用
主

　
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
理
解
の
う
え

雇
用
し
、
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
事
業

主
。

・
仕
事
の
確
保
は
経
済
的
に
自
立
、
再

犯
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
平
成
26
年
度
は
７
社
で
あ
っ
た
協
力

事
業
所
が
平
成
27
年
度
は
14
社（
朝
霞

４・新
座
３・志
木
４・和
光
３
）の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
薬
物
」を
使
用
す
る
き
っ
か
け
は

様
々
で
す
が
、
友
達
に
誘
わ
れ
て
興
味

本
位
か
ら
は
じ
め
る
人
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
一
般
の
人
が
使
う
と
、
今
ま
で
に
味

わ
っ
た
こ
と
が
な
い
爽
快
感
が
味
わ
え

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
薬
の
効
果
が

切
れ
る
と
、
も
の
す
ご
い
倦
怠
感
が
襲

い
絶
望
的
に
な
る
。
そ
れ
が
い
や
で
爽

快
感
を
味
わ
い
た
く
、
ま
た
薬
を
使
う
、

そ
れ
を
繰
返
し
使
う
と
自
分
が
誰
だ
か

分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の

結
果「
事
の
善
悪
」の
判
断
が
つ
か
な
く

な
り
恐
ろ
し
い
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
か

ね
な
い
の
で
す
。

　
こ
れ
が「
麻
薬
中
毒
」で
す
。
薬
が
欲

し
く
て
高
価
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も

手
に
入
れ
た
い
。
始
め
は
安
く
手
に
入

っ
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
高
く
な
っ
て
い

く
の
で
自
分
の
こ
づ
か
い
で
は
足
り
ず
、

重
大
な
犯
罪
を
起
こ
し
て
ま
で
金
を
手

に
入
れ
薬
を
買
う
の
で
す
。

　
薬
を
止
め
る
と「
禁
断
症
状
」が
起
こ

り
大
変
苦
し
い
そ
う
で
す
。
薬
を
止
め

よ
う
と
し
て
も
一
人
で
は
矯
正
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、「
ダ
ル
ク
」と
呼
ば

れ
る「
施
設
」の
力
を
借
り
て
な
お
し
て

い
き
ま
す
。
昨
年
千
葉
県
に
あ
る「
館
山

ダ
ル
ク
」と
い
う
所
へ
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
30
人
前
後
の
人
が

大
き
な
施
設
で
矯
正
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　
総
務
部
会
で
は
年
１
回
で
す
が
新
年

度
総
会
時
に
こ
の
機
関
誌「
保
護
司
だ
よ

り
」を
発
行
す
べ
く
数
度
と
な
く
部
会
を

開
催
し
紙
面
構
成
や
記
事
集
め
な
ど
１

年
間
の
朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
活
動
報

告
を
兼
ね
て
発
行
す
る
こ
と
が
活
動
主

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
機
関
誌
の
表
紙
の
写
真
は
朝
霞
地
区

四
市
の
特
徴
な
ど
を
毎
回
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
創
刊
号
は
朝
霞
市
を
流
れ
る

「
黒
目
川
の
河
川
周
辺
」を
掲
載
し
、
２

号
目
は
志
木
市
の
文
化
財
で
も
あ
る「
長

勝
院
旗
桜
」を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
部
会
の
活
動
と
し
て
平
成
27
年
度
は

総
会
後
部
会
員
を
招
集
し
、
こ
の
機
関

誌
発
行
は
元
よ
り
で
す
が
、
部
会
の
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
も
色
々
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
部
会
員
の
研
修

と
親
睦
も
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
左

記
の
と
お
り
研
修
会
と
そ
の
後
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日
時
／
平
成
27
年
10
月
29
日
㈭
　

12
時
50
分
よ
り

研
修
会
場
／
女
性
更
生
保
護
施
設「
両
全

会
」
　

研
修
内
容
／
施
設
参
観
と
施
設
側
か
ら

て
い
る
。

・
施
設
の
中
で
は
刑
務
作
業
、
職
業
訓

練
、一
般
改
善
指
導
、
教
科
指
導
の
ほ

か
、
特
段
の
事
情
が
あ
っ
て
、
改
善

更
生
や
円
滑
な
社
会
復
帰
に
支
障
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
受
刑
者
に
は
特

別
改
善
指
導
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。

■
朝
霞
地
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　
新
任
保
護
司
研
修
会

平
成
27
年
７
月
29
日
㈬

研
修
テ
ー
マ
／「
薬
物
か
ら
の
立
ち
直

り
」

講
師
／
松
山
さ
と
子
氏
（
朝
霞
支
部
保

護
司
）

対
象
者
／
就
任
３
年
未
満
の
保
護
司

出
席
者
／
新
任
保
護
司
８
名
　
保
護
司

15
名

・
覚
せ
い
剤
に
よ
る
再
犯
者
が
、
仮
釈

放
後
に
保
護
観
察
と
な
り
、
そ
の
間

に
お
け
る
担
当
保
護
司
が
実
施
し
た

対
象
者
や
家
族
に
対
す
る
指
導
や
対

応
方
法
等
に
つ
い
て
事
例
発
表
。

・
薬
物
使
用
を
止
め
、
立
ち
直
れ
た
の

は
、
何
よ
り
も
引
受
人
等
の
家
族
の

物
心
両
面
の
献
身
的
な
協
力
が
不
可

欠
で
あ
っ
た
こ
と
。

・
先
輩
保
護
司
が
長
年
の
経
験
か
ら
培

っ
た
保
護
司
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

経
験
の
浅
い
新
任
保
護
司
に
伝
え
て

い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
研
修
部
会
で
は
、
保
護
司
の
資
質
の

向
上
を
図
る
た
め
各
種
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に

犯
罪
や
非
行
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、

対
象
者
も
多
様
化
す
る
中
で
、
そ
の
対

応
方
法
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保

護
司
が
日
々
の
活
動
を
行
う
上
で
必
要

な
知
識
と
技
術
を
修
得
し
、
処
遇
能
力

を
向
上
す
る
た
め
に
は
、
保
護
司
研
修

は
大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
研
修
部
会
が
実
施
し

た
研
修
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
朝
霞
地
区
保
護
司
会
県
外
視
察
研
修

平
成
27
年
６
月
17
日
㈬
〜
18
日
㈭

出
席
者
／
保
護
司
42
名

視
察
先
／
横
浜
刑
務
所（
長
期
刑
Ｌ
級・

再
犯
）

　
　
◇
敷
地
面
積
：
８
万
５
３
８
２
㎡

　
　
◇
収
容
定
員
：
１
千
２
６
３
名

・
収
容
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
26
歳

以
上
で
、
無
期
懲
役
受
刑
者
を
含
む

犯
罪
傾
向
の
進
ん
だ
日
本
人
男
子
受

刑
者
や
外
国
人
男
子
受
刑
者
を
収
容

し
て
い
る
。

・
収
容
者
の
う
ち
覚
せ
い
剤
、
窃
盗
、

強
盗
の
犯
罪
が
全
体
の
７
割
を
占
め

の
説
明
及
び
意
見
交
換

　
そ
の
後
研
修
会
場
を
移
し
て
真
言
宗

智
山
派
別
院「
真
福
寺
」に
て
、
法
話「
十

善
戒
」を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
後
意
見
交
換
を
兼
ね
て
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
修
な
ど

に
よ
り
部
会
員
間
の
更
な
る
理
解
と
熱

意
が
増
し
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の「
保
護
司
だ
よ
り
」第
三
号

発
行
の
為
、
編
集
作
業
に
追
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
今
号
も
四
部
会
の
特
色
あ
る
活
動
を

は
じ
め
と
し
て
各
支
部
会
の
活
動
報
告

も
記
事
に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
の「
保

護
司
だ
よ
り
」の
内
容
充
実
の
為
に
も
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

研
修
部
会
副
部
会
長
　
冨
澤
　
勝

朝
霞
支
部
　
塩
味
　
好
郎

新
座
支
部
　
関
根
　
由
美
子

両全会講習風景



P.3 P.2

平成28年5月1日発行 第 3号保護司だより平成28年5月1日発行保護司だより第 3号

朝
霞
地
区
保
護
司
会

　
　総
務
部
会
活
動
報
告

研
修
部
会
報
告

犯
罪
予
防
活
動
部
会
報
告

協
力
組
織
部
会

総
務
部
会
副
部
会
長
　
清
水
　
栄
一

■
朝
霞
地
区
保
護
司
会
及
び

　
　
　 

更
生
保
護
女
性
会
合
同
研
修
会

平
成
27
年
12
月
16
日
㈬

研
修
テ
ー
マ
／「
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復

と
支
援
」

講
師
／
創
価
大
学
看
護
学
部
教
授・五
十

嵐
愛
子
氏（
志
木
支
部
保
護
司
）

出
席
者
／
保
護
司
45
名
　
女
性
会
50
名

・
薬
物
依
存
は
慢
性
的
な
病
気
で
、
自

分
が
病
気
で
あ
る
自
覚
が
な
い
。
快

感
を
脳
か
ら
消
し
去
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
治
癒
は
な
い
が
、
回
復
で
き

る
病
気
。

・
医
療
、
福
祉
、
地
域
・
学
校
、
司
法

等
の
機
関
が
連
携
し
て
当
事
者
、
家

族
へ
の
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
信
頼

関
係
を
築
け
る
仲
間
と
居
場
所
が
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
犯
罪
の
要
因
が
色
々
あ
る
中
で
、「
麻

薬
」が
ら
み
の
犯
罪
が
一
番
多
く
、
ま
た
、

厄
介
且
つ
悲
惨
な
結
果
を
招
く
の
で
す
。

麻
薬
は
使
用
方
法
に
よ
っ
て「
覚
せ
い
剤
、

大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
コ
カ

イ
ン
、「
Ｌ
Ｓ
Ｄ
」等
、
い
ろ
い
ろ
な
薬
物

が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
司
の
中
に
も
、
事
業
主
を
さ
れ

て
い
る
人
も
い
る
と
の
事
。
ぜ
ひ
、
一

社
で
も
多
く
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
た
だ

け
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
更
生
保
護
女
性
会

　
女
性
の
立
場
か
ら
犯
罪
予
防
の
活
動

や
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
子

育
て
支
援
活
動
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

・
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
と
の

合
同
研
修
会
や
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
等
で
連
携
を
と
り
活
動

■
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

　
問
題
を
抱
え
て
い
る
少
年
、
少
女
に

兄
や
姉
の
よ
う
な
立
場
で
関
わ
り
な
が

ら
、
彼
ら
の
成
長
を
応
援
す
る
、
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

・
現
在
、
会
員
の
高
齢
化
と
共
に
衰
退

の
現
状
で
あ
る
が
、
Ｏ
Ｂ
会
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
若
い
人
材
の
確
保

に
あ
た
り
、
新
た
な
組
織
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
つ
く
る
安
全
・
安
心
な
社
会

を
目
指
し
「
更
生
保
護
」
に
取
組
み
ま

し
ょ
う
。

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
の
ス
タ
ッ

フ
の
一
人
も
元
患
者
で
し
た
が
、
今
で

は
矯
正
を
頑
張
り
終
え
て
立
派
に
指
導

者
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　「
薬
」は
一
回
で
も
使
用
す
る
と
脳
を

破
壊
し
、
家
族
や
友
人
、
職
場
、
人
間

関
係
、
そ
し
て
、
自
分
自
身
を
も
破
壊

し
廃
人
と
な
る
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
で

す
。
だ
か
ら
、
友
達
に
誘
わ
れ
て「
一
回

ぐ
ら
い
な
ら
」と
安
易
な
気
持
ち
で
使
わ

な
い
こ
と
で
す
。

　
麻
薬
中
毒
に
な
ら
な
い
為
に
は
、
絶

対
一
回
で
も
使
わ
な
い
こ
と
で
す
。

絶
対
ダ
メ
で
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
に
は
「
地
域
の

チ
カ
ラ
」
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

■
協
力
雇
用
主

　
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
理
解
の
う
え

雇
用
し
、
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
事
業

主
。

・
仕
事
の
確
保
は
経
済
的
に
自
立
、
再

犯
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
平
成
26
年
度
は
７
社
で
あ
っ
た
協
力

事
業
所
が
平
成
27
年
度
は
14
社（
朝
霞

４・新
座
３・志
木
４・和
光
３
）の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
薬
物
」を
使
用
す
る
き
っ
か
け
は

様
々
で
す
が
、
友
達
に
誘
わ
れ
て
興
味

本
位
か
ら
は
じ
め
る
人
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
一
般
の
人
が
使
う
と
、
今
ま
で
に
味

わ
っ
た
こ
と
が
な
い
爽
快
感
が
味
わ
え

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
薬
の
効
果
が

切
れ
る
と
、
も
の
す
ご
い
倦
怠
感
が
襲

い
絶
望
的
に
な
る
。
そ
れ
が
い
や
で
爽

快
感
を
味
わ
い
た
く
、
ま
た
薬
を
使
う
、

そ
れ
を
繰
返
し
使
う
と
自
分
が
誰
だ
か

分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の

結
果「
事
の
善
悪
」の
判
断
が
つ
か
な
く

な
り
恐
ろ
し
い
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
か

ね
な
い
の
で
す
。

　
こ
れ
が「
麻
薬
中
毒
」で
す
。
薬
が
欲

し
く
て
高
価
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も

手
に
入
れ
た
い
。
始
め
は
安
く
手
に
入

っ
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
高
く
な
っ
て
い

く
の
で
自
分
の
こ
づ
か
い
で
は
足
り
ず
、

重
大
な
犯
罪
を
起
こ
し
て
ま
で
金
を
手

に
入
れ
薬
を
買
う
の
で
す
。

　
薬
を
止
め
る
と「
禁
断
症
状
」が
起
こ

り
大
変
苦
し
い
そ
う
で
す
。
薬
を
止
め

よ
う
と
し
て
も
一
人
で
は
矯
正
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、「
ダ
ル
ク
」と
呼
ば

れ
る「
施
設
」の
力
を
借
り
て
な
お
し
て

い
き
ま
す
。
昨
年
千
葉
県
に
あ
る「
館
山

ダ
ル
ク
」と
い
う
所
へ
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
30
人
前
後
の
人
が

大
き
な
施
設
で
矯
正
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　
総
務
部
会
で
は
年
１
回
で
す
が
新
年

度
総
会
時
に
こ
の
機
関
誌「
保
護
司
だ
よ

り
」を
発
行
す
べ
く
数
度
と
な
く
部
会
を

開
催
し
紙
面
構
成
や
記
事
集
め
な
ど
１

年
間
の
朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
活
動
報

告
を
兼
ね
て
発
行
す
る
こ
と
が
活
動
主

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
機
関
誌
の
表
紙
の
写
真
は
朝
霞
地
区

四
市
の
特
徴
な
ど
を
毎
回
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
創
刊
号
は
朝
霞
市
を
流
れ
る

「
黒
目
川
の
河
川
周
辺
」を
掲
載
し
、
２

号
目
は
志
木
市
の
文
化
財
で
も
あ
る「
長

勝
院
旗
桜
」を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
部
会
の
活
動
と
し
て
平
成
27
年
度
は

総
会
後
部
会
員
を
招
集
し
、
こ
の
機
関

誌
発
行
は
元
よ
り
で
す
が
、
部
会
の
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
も
色
々
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
部
会
員
の
研
修

と
親
睦
も
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
左

記
の
と
お
り
研
修
会
と
そ
の
後
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日
時
／
平
成
27
年
10
月
29
日
㈭
　

12
時
50
分
よ
り

研
修
会
場
／
女
性
更
生
保
護
施
設「
両
全

会
」
　

研
修
内
容
／
施
設
参
観
と
施
設
側
か
ら

て
い
る
。

・
施
設
の
中
で
は
刑
務
作
業
、
職
業
訓

練
、一
般
改
善
指
導
、
教
科
指
導
の
ほ

か
、
特
段
の
事
情
が
あ
っ
て
、
改
善

更
生
や
円
滑
な
社
会
復
帰
に
支
障
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
受
刑
者
に
は
特

別
改
善
指
導
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。

■
朝
霞
地
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　
新
任
保
護
司
研
修
会

平
成
27
年
７
月
29
日
㈬

研
修
テ
ー
マ
／「
薬
物
か
ら
の
立
ち
直

り
」

講
師
／
松
山
さ
と
子
氏
（
朝
霞
支
部
保

護
司
）

対
象
者
／
就
任
３
年
未
満
の
保
護
司

出
席
者
／
新
任
保
護
司
８
名
　
保
護
司

15
名

・
覚
せ
い
剤
に
よ
る
再
犯
者
が
、
仮
釈

放
後
に
保
護
観
察
と
な
り
、
そ
の
間

に
お
け
る
担
当
保
護
司
が
実
施
し
た

対
象
者
や
家
族
に
対
す
る
指
導
や
対

応
方
法
等
に
つ
い
て
事
例
発
表
。

・
薬
物
使
用
を
止
め
、
立
ち
直
れ
た
の

は
、
何
よ
り
も
引
受
人
等
の
家
族
の

物
心
両
面
の
献
身
的
な
協
力
が
不
可

欠
で
あ
っ
た
こ
と
。

・
先
輩
保
護
司
が
長
年
の
経
験
か
ら
培

っ
た
保
護
司
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

経
験
の
浅
い
新
任
保
護
司
に
伝
え
て

い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
研
修
部
会
で
は
、
保
護
司
の
資
質
の

向
上
を
図
る
た
め
各
種
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に

犯
罪
や
非
行
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、

対
象
者
も
多
様
化
す
る
中
で
、
そ
の
対

応
方
法
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保

護
司
が
日
々
の
活
動
を
行
う
上
で
必
要

な
知
識
と
技
術
を
修
得
し
、
処
遇
能
力

を
向
上
す
る
た
め
に
は
、
保
護
司
研
修

は
大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
研
修
部
会
が
実
施
し

た
研
修
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
朝
霞
地
区
保
護
司
会
県
外
視
察
研
修

平
成
27
年
６
月
17
日
㈬
〜
18
日
㈭

出
席
者
／
保
護
司
42
名

視
察
先
／
横
浜
刑
務
所（
長
期
刑
Ｌ
級・

再
犯
）

　
　
◇
敷
地
面
積
：
８
万
５
３
８
２
㎡

　
　
◇
収
容
定
員
：
１
千
２
６
３
名

・
収
容
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
26
歳

以
上
で
、
無
期
懲
役
受
刑
者
を
含
む

犯
罪
傾
向
の
進
ん
だ
日
本
人
男
子
受

刑
者
や
外
国
人
男
子
受
刑
者
を
収
容

し
て
い
る
。

・
収
容
者
の
う
ち
覚
せ
い
剤
、
窃
盗
、

強
盗
の
犯
罪
が
全
体
の
７
割
を
占
め

の
説
明
及
び
意
見
交
換

　
そ
の
後
研
修
会
場
を
移
し
て
真
言
宗

智
山
派
別
院「
真
福
寺
」に
て
、
法
話「
十

善
戒
」を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
後
意
見
交
換
を
兼
ね
て
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
修
な
ど

に
よ
り
部
会
員
間
の
更
な
る
理
解
と
熱

意
が
増
し
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

現
在
は
こ
の「
保
護
司
だ
よ
り
」第
三
号

発
行
の
為
、
編
集
作
業
に
追
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
今
号
も
四
部
会
の
特
色
あ
る
活
動
を

は
じ
め
と
し
て
各
支
部
会
の
活
動
報
告

も
記
事
に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
の「
保

護
司
だ
よ
り
」の
内
容
充
実
の
為
に
も
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

研
修
部
会
副
部
会
長
　
冨
澤
　
勝

朝
霞
支
部
　
塩
味
　
好
郎

新
座
支
部
　
関
根
　
由
美
子

両全会講習風景
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四市の支部活動平成28年5月1日発行保護司だより第3号

朝
霞
支
部

支
部
長

　
　 佐 

藤 

秀 

弘

　
犯
罪
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
保

護
司
の
主
な
活
動
で
あ
る
、
保
護
観

察
対
象
者
の
改
善
と
更
生
の
仕
事

が
、
10
年
前
は
一
人
の
保
護
司
の
担

当
が
、
平
均
３
、
４
人
で
あ
っ
た
の

が
、
今
で
は
、
半
分
以
下
に
な
っ
て

い
る
。
少
年
犯
罪
も
少
な
く
な
り
、

反
面
高
齢
者
の
犯
罪
が
増
加
し
て
、

平
成
７
年
の
４
倍
で
、
７
割
が
窃
盗

犯
で
３
万
４
千
５
０
０
人（
平
成
26

年
）も
い
る
。

　
さ
て
昨
年
の
支
部
活
動
は
、
４
月

に
は
総
会
。
７
月
に
四
市
駅
付
近
に

て「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」で
、

啓
発
物
の
配
布
。
８
月
に
50
万
の

人
々
で
賑
わ
う
彩
夏
祭
の
準
備
や
前

後
の
清
掃
。
迷
子
係
を
担
当
し
た
。

11
月
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
る「
は
あ
と
ぴ
あ
ふ
れ
合
い
祭
り
」

に
出
店
し
、
ふ
れ
合
い
活
動
に
参
加

し
た
。
同
月
に
は
薬
物
犯
罪
で
出
所

後
、
更
生
施
設
で
あ
る
館
山
ダ
ル
ク

視
察
を
行
な
い
、
更
生
者
自
ら
が
仲

間
の
更
生
を
手
助
け
し
て
い
る
真
摯

な
生
活
に
、
生
半
可
な
事
で
は
、
そ

の
処
遇
の
対
応
が
厳
し
い
事
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
た
。

　
３
月
は
黒
目
川
の
清
掃
活
動
に
も

参
加
し
、
他
団
体
と
の
交
流
に
も
努

め
た
。

　
ま
た
、
年
三
回
市
役
所
の
会
議
室

を
借
用
し
て
午
後
６
時
よ
り
、
担
当

保
護
司
に
よ
る
保
護
観
察
の
事
例
を

踏
ま
え
て
の
勉
強
会
を
実
施
し
研
鑽

に
努
め
た
。

　
現
在
、
朝
霞
支
部
の
保
護
司
は
27

名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

志
木
支
部

　
志
木
支
部
で
は
平
成
27
年
度
５
月

に
２
名
の
女
性
保
護
司
が
増
員
さ
れ

合
わ
せ
て
16
名
の
会
員
に
な
り
ま
し

た
。

　
研
さ
ん
活
動
と
し
て
は
年
４
回
の

地
区
研
修
と
支
部
の
自
主
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
研
修
会
に
お
い
て
は
毎
回

テ
ー
マ
と
発
表
す
る
担
当
者
を
決
め

事
例
研
究
や
活
動
中
困
っ
た
事
な
ど

を
皆
で
考
え
今
後
の
活
動
に
繋
げ
る

べ
く
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
委

嘱
間
も
な
い
保
護
司
に
と
っ
て
は
実

践
者
の
意
見
や
活
動
が
聞
け
る
貴
重

な
場
で
す
。
ま
た
、
例
年
更
生
保
護

女
性
会
と
の
交
流
や
研
修
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」を
香
川
志
木
市
長
参
加
の
下
、
更

生
保
護
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
や
今
回

初
参
加
の
宗
岡
地
区
の
中
学
校
の
学

生
た
ち
と
志
木
駅
東
口
の
広
場
に
お

い
て
犯
罪
予
防
・
非
行
防
止
・
薬
物

乱
用
撲
滅
等
の
啓
発
物
資
の
配
布
活

動
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
、
市
内
の
各
中
学
校
へ
の
卒

業
式
や
入
学
式
、
体
育
祭
の
参
加
や

観
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
に
は
市

内
の
中
学
校
の
校
長
先
生
を
訪
ね
意

見
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
12
月
に
は
県
外
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
協
力
事
業
と
し
て
は
青
少
年
育
成

市
民
会
議
へ
の
研
修
会
参
加
や
市
内

で
の
非
行
防
止
・
薬
物
撲
滅
運
動
と

し
て
啓
発
物
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

和
光
支
部

支
部
長

　
　 木 

田
　 亮

　
和
光
支
部
は
、
12
名
と
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
ま
と
ま
っ
て
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
支
部
定
例
会
で
は
、
事
例

研
究
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
研
修
等
が
主

体
と
な
っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
十
数
年
続
い
て
お
り
ま
す
。
市

立
中
学
校
の
校
長
先
生
と
の
情
報
交

換
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
課
題

を
率
直
に
話
し
合
い
、
お
互
い
に
理

解
し
合
い
、
意
義
あ
る
情
報
交
換
会

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
28
年
度
は
、

日
帰
り
施
設
見
学
な
ど
も
計
画
し
、

更
に
充
実
し
た
支
部
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
会
の
運
営
で
は
、
欠
員
の
補
充
が

出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
28
年

度
に
は
何
と
か
頑
張
っ
て
補
充
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
支
部
活
動
と
し
て
、
Ｂ
Ｂ

Ｓ
活
動
を
復
活
す
る
た
め
の
会
員
確

保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
現
状
と
し
て

は
、
な
か
な
か
難
し
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
更
生
保
護
の
意
識
の
向
上
の

た
め
に
も
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
更
生
保
護
女
性
会
や
協
力

事
業
主
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
事
業
等

も
考
慮
し
、
充
実
し
た
支
部
活
動
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
座
支
部

　
新
座
支
部
保
護
司
会
は
31
名
の
会

員
で
構
成
し
更
生
保
護
及
び
犯
罪
予

防
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
研
修
会
及

び
新
座
支
部
で
の
自
主
研
修
会
を
実

施
、
保
護
活
動
に
お
け
る
不
安
、
悩

み
等
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
交
換

を
し
、
更
生
保
護
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
座
支
部
で
は
、
犯
罪
予
防
の
啓

発
品
な
ど
を
作
成
及
び
薬
物
乱
用
防

止
の
冊
子
を
市
内
で
開
催
さ
れ
る
行

事「
新
座
市
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・

新
座
市
民
ま
つ
り
平
林
寺
半
僧
坊
大

祭
」等
に
積
極
的
に
参
加
、
青
少
年
の

非
行
防
止
・
犯
罪
予
防
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
年
２
回
中
学
校（
６
校
）で

行
わ
れ
る
朝
の
声
掛
け
運
動
。
７
月

に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
更
生

保
護
女
性
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
新

座
駅
、
志
木
駅
に
て
啓
発
紙
と
水
を

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
会
員
と

の
親
睦
と
研
修
を
か
ね
、
毎
年
施
設

見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
を
観
察
所
の
指
導

で
市
内
の
福
祉
施
設
で
対
象
者
と
と

も
に
、
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
平
素
よ
り
更
生
保
護
活
動
に
対
し

て
、
市
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
ご
理

解
を
い
た
だ
く
為
に
新
座
市
長
と
担

当
係
と
の
意
見
・
情
報
交
換
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
研
修
・
研
鑽
を
重

ね
、
関
係
機
関
と
連
携
し
１
人
で
も

多
く
の
人
が
立
ち
直
り
、
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
る
こ
と
を
願
い
微
力
で

あ
り
ま
す
が
、
安
全
・
安
心
で
住
み

よ
い
新
座
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

副
支
部
長

　
　 清 

水 

栄 

一

支
部
長

　
　 山 

口 

六 

男

彩夏祭で迷子係を担当社会を明るくする運動

社会を明るくする運動新座市民まつり
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朝
霞
支
部

支
部
長

　
　 佐 

藤 

秀 

弘

　
犯
罪
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減
少
傾
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が
見
ら
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、
保

護
司
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な
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で
あ
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、
保
護
観

察
対
象
者
の
改
善
と
更
生
の
仕
事

が
、
10
年
前
は
一
人
の
保
護
司
の
担

当
が
、
平
均
３
、
４
人
で
あ
っ
た
の

が
、
今
で
は
、
半
分
以
下
に
な
っ
て

い
る
。
少
年
犯
罪
も
少
な
く
な
り
、

反
面
高
齢
者
の
犯
罪
が
増
加
し
て
、

平
成
７
年
の
４
倍
で
、
７
割
が
窃
盗

犯
で
３
万
４
千
５
０
０
人（
平
成
26

年
）も
い
る
。

　
さ
て
昨
年
の
支
部
活
動
は
、
４
月

に
は
総
会
。
７
月
に
四
市
駅
付
近
に

て「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」で
、

啓
発
物
の
配
布
。
８
月
に
50
万
の

人
々
で
賑
わ
う
彩
夏
祭
の
準
備
や
前

後
の
清
掃
。
迷
子
係
を
担
当
し
た
。

11
月
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
る「
は
あ
と
ぴ
あ
ふ
れ
合
い
祭
り
」

に
出
店
し
、
ふ
れ
合
い
活
動
に
参
加

し
た
。
同
月
に
は
薬
物
犯
罪
で
出
所

後
、
更
生
施
設
で
あ
る
館
山
ダ
ル
ク

視
察
を
行
な
い
、
更
生
者
自
ら
が
仲

間
の
更
生
を
手
助
け
し
て
い
る
真
摯

な
生
活
に
、
生
半
可
な
事
で
は
、
そ

の
処
遇
の
対
応
が
厳
し
い
事
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
た
。

　
３
月
は
黒
目
川
の
清
掃
活
動
に
も

参
加
し
、
他
団
体
と
の
交
流
に
も
努

め
た
。

　
ま
た
、
年
三
回
市
役
所
の
会
議
室

を
借
用
し
て
午
後
６
時
よ
り
、
担
当

保
護
司
に
よ
る
保
護
観
察
の
事
例
を

踏
ま
え
て
の
勉
強
会
を
実
施
し
研
鑽

に
努
め
た
。

　
現
在
、
朝
霞
支
部
の
保
護
司
は
27

名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

志
木
支
部

　
志
木
支
部
で
は
平
成
27
年
度
５
月

に
２
名
の
女
性
保
護
司
が
増
員
さ
れ

合
わ
せ
て
16
名
の
会
員
に
な
り
ま
し

た
。

　
研
さ
ん
活
動
と
し
て
は
年
４
回
の

地
区
研
修
と
支
部
の
自
主
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
研
修
会
に
お
い
て
は
毎
回

テ
ー
マ
と
発
表
す
る
担
当
者
を
決
め

事
例
研
究
や
活
動
中
困
っ
た
事
な
ど

を
皆
で
考
え
今
後
の
活
動
に
繋
げ
る

べ
く
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
委

嘱
間
も
な
い
保
護
司
に
と
っ
て
は
実

践
者
の
意
見
や
活
動
が
聞
け
る
貴
重

な
場
で
す
。
ま
た
、
例
年
更
生
保
護

女
性
会
と
の
交
流
や
研
修
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」を
香
川
志
木
市
長
参
加
の
下
、
更

生
保
護
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
や
今
回

初
参
加
の
宗
岡
地
区
の
中
学
校
の
学

生
た
ち
と
志
木
駅
東
口
の
広
場
に
お

い
て
犯
罪
予
防
・
非
行
防
止
・
薬
物

乱
用
撲
滅
等
の
啓
発
物
資
の
配
布
活

動
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
、
市
内
の
各
中
学
校
へ
の
卒

業
式
や
入
学
式
、
体
育
祭
の
参
加
や

観
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
に
は
市

内
の
中
学
校
の
校
長
先
生
を
訪
ね
意

見
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
12
月
に
は
県
外
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
協
力
事
業
と
し
て
は
青
少
年
育
成

市
民
会
議
へ
の
研
修
会
参
加
や
市
内

で
の
非
行
防
止
・
薬
物
撲
滅
運
動
と

し
て
啓
発
物
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

和
光
支
部

支
部
長

　
　 木 

田
　 亮

　
和
光
支
部
は
、
12
名
と
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
ま
と
ま
っ
て
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
支
部
定
例
会
で
は
、
事
例

研
究
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
研
修
等
が
主

体
と
な
っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
十
数
年
続
い
て
お
り
ま
す
。
市

立
中
学
校
の
校
長
先
生
と
の
情
報
交

換
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
課
題

を
率
直
に
話
し
合
い
、
お
互
い
に
理

解
し
合
い
、
意
義
あ
る
情
報
交
換
会

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
28
年
度
は
、

日
帰
り
施
設
見
学
な
ど
も
計
画
し
、

更
に
充
実
し
た
支
部
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
会
の
運
営
で
は
、
欠
員
の
補
充
が

出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
28
年

度
に
は
何
と
か
頑
張
っ
て
補
充
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
支
部
活
動
と
し
て
、
Ｂ
Ｂ

Ｓ
活
動
を
復
活
す
る
た
め
の
会
員
確

保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
現
状
と
し
て

は
、
な
か
な
か
難
し
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
更
生
保
護
の
意
識
の
向
上
の

た
め
に
も
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
更
生
保
護
女
性
会
や
協
力

事
業
主
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
事
業
等

も
考
慮
し
、
充
実
し
た
支
部
活
動
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
座
支
部

　
新
座
支
部
保
護
司
会
は
31
名
の
会

員
で
構
成
し
更
生
保
護
及
び
犯
罪
予

防
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
朝
霞
地
区
保
護
司
会
の
研
修
会
及

び
新
座
支
部
で
の
自
主
研
修
会
を
実

施
、
保
護
活
動
に
お
け
る
不
安
、
悩

み
等
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
交
換

を
し
、
更
生
保
護
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
座
支
部
で
は
、
犯
罪
予
防
の
啓

発
品
な
ど
を
作
成
及
び
薬
物
乱
用
防

止
の
冊
子
を
市
内
で
開
催
さ
れ
る
行

事「
新
座
市
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・

新
座
市
民
ま
つ
り
平
林
寺
半
僧
坊
大

祭
」等
に
積
極
的
に
参
加
、
青
少
年
の

非
行
防
止
・
犯
罪
予
防
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
年
２
回
中
学
校（
６
校
）で

行
わ
れ
る
朝
の
声
掛
け
運
動
。
７
月

に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
更
生

保
護
女
性
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
新

座
駅
、
志
木
駅
に
て
啓
発
紙
と
水
を

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
会
員
と

の
親
睦
と
研
修
を
か
ね
、
毎
年
施
設

見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
を
観
察
所
の
指
導

で
市
内
の
福
祉
施
設
で
対
象
者
と
と

も
に
、
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
平
素
よ
り
更
生
保
護
活
動
に
対
し

て
、
市
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
ご
理

解
を
い
た
だ
く
為
に
新
座
市
長
と
担

当
係
と
の
意
見
・
情
報
交
換
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
研
修
・
研
鑽
を
重

ね
、
関
係
機
関
と
連
携
し
１
人
で
も

多
く
の
人
が
立
ち
直
り
、
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
る
こ
と
を
願
い
微
力
で

あ
り
ま
す
が
、
安
全
・
安
心
で
住
み

よ
い
新
座
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

副
支
部
長

　
　 清 

水 

栄 

一

支
部
長

　
　 山 

口 

六 

男

彩夏祭で迷子係を担当社会を明るくする運動

社会を明るくする運動新座市民まつり
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朝
霞
地
区
保
護
司
会
は
関
係
機
関
の

ご
指
導
と
更
生
保
護
に
関
わ
る
皆
様
の

ご
協
力
、
そ
し
て
、
朝
霞
市
行
政
の
格

別
な
る
ご
配
慮
の
も
と
朝
霞
地
区
保
護

司
会
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

拠
点
と
な
る
場
所
を
、
朝
霞
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ
一
階
の
一
室

（
15･

46
㎡
）を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
事
務
室
を
開
設
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
16
日
に
朝
霞
市
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
お
け

る
保
護
司
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
企
画

調
整
保
護
司
が
駐
在
し
、
保
護
観
察
対

象
者
と
の
面
接
場
所
の
提
供
や
、
地
域

の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
、
保
護

司
か
ら
の
処
遇
相
談
の
窓
口
等
の
機
能

を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
保
護
司
の
行
う
処

遇
活
動
へ
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
さ
い
た

ま
保
護
観
察
所
か
ら
任
命
さ
れ
た
11
名

の
企
画
調
整
保
護
司
が
担
当
し
ま
す
。

企
画
調
整
保
護
司

朝
霞
支
部
／
近
藤
勲
・
芳
野
繁
信
・

奥
田
京
子
・
石
原
和
紀

志
木
支
部
／
神
山
富
士
子
・
川
目
憲
夫

和
光
市
部
／
東
洋
子
・
藤
井
容
子

新
座
支
部
／
関
根
由
美
子
・
塩
島
小
夜

子
・
大
畠
光
次

　
　
　
（
セ
ン
タ
ー
長
　
近
藤
勲
記
）

朝霞地区更生保護
サポートセンター開設！

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
企
画
調
整
保

護
司
が
駐
在
し
て
そ
の
任
務
に
従
事
し
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
及
び
企

画
調
整
保
護
司
の
役
割
は
概
ね
次
の
と
お

り
で
す
。

⒈
保
護
観
察
、
生
活
環
境
の
調
整
等
の
処

遇
活
動
へ
の
支
援

①
面
接
場
所
の
提
供
　
②
新
任
保
護
司
を

は
じ
め
と
す
る
保
護
司
の
処
遇
活
動
へ
の

相
談
　
③
保
護
司
同
士
に
よ
る
処
遇
協
議
、

情
報
交
換

⒉
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の

推
進

①
地
域
の
関
係
機
関・団
体
に
関
す
る
情
報

収
集
、保
護
司
へ
の
提
供
及
び
処
遇
協
議・

情
報
交
換
の
企
画

⒊
地
域
に
根
ざ
し
た
犯
罪
・

非
行
予
防
活
動
の
推
進

⒋
更
生
保
護
団
体（
更
生
保
護

女
性
会
、
協
力
雇
用
主
な

ど
）と
の
連
携
の
推
進

⒌
保
護
司
会
機
能
別
部
会
へ
の

支
援

等
々
で
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地

と
運
営
内
容

〒
３
５
１-

０
０
３
３

朝
霞
市
大
字
浜
崎
51
番
地
の
１

朝
霞
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内・一階

電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
８（
４
８
５
）８
１
８
１

開
所
日
／
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
　※

祝
日

（
月
曜
日
が
祝
日
と
な
っ
た
場
合
は
翌
日
の

火
曜
日
も
）、年
末
年
始
が
休
所
日
と
な
り

ま
す
。

開
所
時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

た
だ
し
、
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
午

後
７
時
ま
で
延
長
が
可
能
で
す
。

●
交
通
の
ご
案
内

電
車
の
場
合
／
東
武
東
上
線「
朝
霞
台
」駅

北
口
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線「
北
朝
霞
」駅
東
口
下

車
　
徒
歩
20
分

バ
ス
の
場
合
／「
朝
霞
台
」駅
北
口「
北
朝

霞
」駅
東
口
か
ら
市
内
循
環
バ
ス「
わ
く
わ

く
ど
ー
む
」下
車
す
ぐ
。

駐
車
場
／
車
の
か
た
は「
朝
霞
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
無
料
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と

　
　
　
　
　
　
　具
体
的
役
割

活動報告①Report 朝霞支部　抜井由美子

　保護司になって間もない頃、担当した忘れられない
1号の少女がいます。
　小学生の時には母親に棄てられ一人暮らしの叔父
の家に住んでいました。学校には殆ど通う事なく、漢
字の読み書きも出来ず、住所すら書けません。市役所
にお願いし、小一からの国語の教科書を頂き、来訪時
は先ずお腹一杯食べさせ漢字の勉強。次回までの宿
題を渡し彼女も頑張りました。
　空腹を満たすには想像通りの生活で心も荒んでい
た頃、第五小学校の体育館で盲目のテノール歌手・新
垣勉さんのコンサートがあり、彼女を連れて行きまし
た。彼の身の上話を聞き、さとうきび畑の歌を聴いて
いた彼女の目に涙が光りこぼれ出していました。その
後の生活は大きく変わり、アルバイトを始め良好解除
になりました。
　あれから17年。今も５～６年に一度悩みがあると携
帯に電話があります。幸せに暮らしてほしいと願うば
かりです。一見豊かな日本ですが識字力計算力のな
い子どもがいるという現実に胸が痛むケースでした。

活動報告②Report 志木支部　神山富士子

　埼玉県保護司会連合会第３ブロック連絡協議会
は６地区（朝霞・東松山・小川町・川越・飯能・所沢）の保
護司会から成り、６地区の会長、副会長１名（ブロッ
ク担当地区は副会長全員）、各地区会長から推薦の
あった女性保護司、各担当事務局で構成され、理
事会、総会、ブロック研修会等の行事があり、昨
年から朝霞がブロック担当となり、11月には埼玉
県更生保護大会がさいたま市民会館おおみやで開
催され、第３ブロックは担当で、皆様にもお手伝
い頂きました。
　各地区女性保護司６人の情報交換会の時、女性
保護司として困った事、やってあげた事の体験談
から、女性保護司だけの集会をやったらどうかと
いう事になり、41名の参加を頂き、８月に川越で
開催。グループ討議の後、女
性保護司の現状、様々な問題
点や課題を発表して頂き、と
ても良い情報交換の場になっ
たと思います。

埼玉県更生保護大会表彰
第６２回

日時：平成２７年１１月１３日㈮
場所：さいたま市民会館おおみや大ホール

受彰者　３９名（敬称略）

叙勲・褒章受章

全国保護司連盟理事長表彰

朝霞支部／荒川　淳一　（平成２６年秋の褒章）　
和光支部／木田　　亮　（平成２７年春の叙勲）　
朝霞支部／石原　和紀　（平成２７年春の褒章）　

和光支部／東　　洋子
和光支部／加山　茂夫
志木支部／田村　成彦

関東地方更生保護委員会
委員長表彰

関東地方保護司連盟会長表彰

さいたま保護観察所長表彰

志木支部／荒川　幸一
朝霞支部／石井　和夫
新座支部／伊藤　延世
朝霞支部／岩﨑　昭治
新座支部／大畠　光次
朝霞支部／川井　　弘
志木支部／川目　憲夫
新座支部／小寺　明美
朝霞支部／鈴木　修司

新座支部／天笠　吉雄
朝霞支部／正親　久子
志木支部／神山富士子

新座支部／野島　光伸　　和光支部／冨澤　　勝

埼玉県保護司会連合会長表彰

朝霞支部／阿部　哲生　　新座支部／大塚　泰衞

法務大臣表彰
和光支部／冨澤　信次
新座支部／蛭間　俊彦
新座支部／井口　輝雄
志木支部／柴﨑　英雄

朝霞支部／須田　忠夫
和光支部／藤井　容子
和光支部／山田　　実

志木支部／髙橋　恒夫
和光支部／冨岡　健治
新座支部／貫井　國雄
新座支部／原井　浩司
新座支部／山﨑　正明
新座支部／横山　悦子
新座支部／吉澤　豊康
新座支部／谷野　　宏

朝霞支部／千綿マリ子
志木支部／長谷部常美

企画調整保護司の皆さま

●内間木支所
●朝霞第三小学校

浜崎橋

至
西
浦
和

武
蔵
野
線

J
R

わくわくどーむ

朝霞第二中学校
●

東洋大学2号館
●岡橋

水道橋

東京都朝霞浄水場

北朝霞公園

至川
越　
　

●
東武
東上
線　
至池
袋

総合福祉センター

北
朝
霞
駅
朝霞
台駅

黒
目
川

●案内図
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朝
霞
地
区
保
護
司
会
は
関
係
機
関
の

ご
指
導
と
更
生
保
護
に
関
わ
る
皆
様
の

ご
協
力
、
そ
し
て
、
朝
霞
市
行
政
の
格

別
な
る
ご
配
慮
の
も
と
朝
霞
地
区
保
護

司
会
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

拠
点
と
な
る
場
所
を
、
朝
霞
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ
一
階
の
一
室

（
15･

46
㎡
）を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
事
務
室
を
開
設
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
16
日
に
朝
霞
市
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
お
け

る
保
護
司
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
企
画

調
整
保
護
司
が
駐
在
し
、
保
護
観
察
対

象
者
と
の
面
接
場
所
の
提
供
や
、
地
域

の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
、
保
護

司
か
ら
の
処
遇
相
談
の
窓
口
等
の
機
能

を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
保
護
司
の
行
う
処

遇
活
動
へ
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
さ
い
た

ま
保
護
観
察
所
か
ら
任
命
さ
れ
た
11
名

の
企
画
調
整
保
護
司
が
担
当
し
ま
す
。

企
画
調
整
保
護
司

朝
霞
支
部
／
近
藤
勲
・
芳
野
繁
信
・

奥
田
京
子
・
石
原
和
紀

志
木
支
部
／
神
山
富
士
子
・
川
目
憲
夫

和
光
市
部
／
東
洋
子
・
藤
井
容
子

新
座
支
部
／
関
根
由
美
子
・
塩
島
小
夜

子
・
大
畠
光
次

　
　
　
（
セ
ン
タ
ー
長
　
近
藤
勲
記
）

朝霞地区更生保護
サポートセンター開設！

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
企
画
調
整
保

護
司
が
駐
在
し
て
そ
の
任
務
に
従
事
し
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
及
び
企

画
調
整
保
護
司
の
役
割
は
概
ね
次
の
と
お

り
で
す
。

⒈
保
護
観
察
、
生
活
環
境
の
調
整
等
の
処

遇
活
動
へ
の
支
援

①
面
接
場
所
の
提
供
　
②
新
任
保
護
司
を

は
じ
め
と
す
る
保
護
司
の
処
遇
活
動
へ
の

相
談
　
③
保
護
司
同
士
に
よ
る
処
遇
協
議
、

情
報
交
換

⒉
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の

推
進

①
地
域
の
関
係
機
関・団
体
に
関
す
る
情
報

収
集
、保
護
司
へ
の
提
供
及
び
処
遇
協
議・

情
報
交
換
の
企
画

⒊
地
域
に
根
ざ
し
た
犯
罪
・

非
行
予
防
活
動
の
推
進

⒋
更
生
保
護
団
体（
更
生
保
護

女
性
会
、
協
力
雇
用
主
な

ど
）と
の
連
携
の
推
進

⒌
保
護
司
会
機
能
別
部
会
へ
の

支
援

等
々
で
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地

と
運
営
内
容

〒
３
５
１-

０
０
３
３

朝
霞
市
大
字
浜
崎
51
番
地
の
１

朝
霞
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内・一階

電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
４
８（
４
８
５
）８
１
８
１

開
所
日
／
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日
か
ら
土
曜
日
　※

祝
日

（
月
曜
日
が
祝
日
と
な
っ
た
場
合
は
翌
日
の

火
曜
日
も
）、年
末
年
始
が
休
所
日
と
な
り

ま
す
。

開
所
時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

た
だ
し
、
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
午

後
７
時
ま
で
延
長
が
可
能
で
す
。

●
交
通
の
ご
案
内

電
車
の
場
合
／
東
武
東
上
線「
朝
霞
台
」駅

北
口
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線「
北
朝
霞
」駅
東
口
下

車
　
徒
歩
20
分

バ
ス
の
場
合
／「
朝
霞
台
」駅
北
口「
北
朝

霞
」駅
東
口
か
ら
市
内
循
環
バ
ス「
わ
く
わ

く
ど
ー
む
」下
車
す
ぐ
。

駐
車
場
／
車
の
か
た
は「
朝
霞
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
無
料
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と

　
　
　
　
　
　
　具
体
的
役
割

活動報告①Report 朝霞支部　抜井由美子

　保護司になって間もない頃、担当した忘れられない
1号の少女がいます。
　小学生の時には母親に棄てられ一人暮らしの叔父
の家に住んでいました。学校には殆ど通う事なく、漢
字の読み書きも出来ず、住所すら書けません。市役所
にお願いし、小一からの国語の教科書を頂き、来訪時
は先ずお腹一杯食べさせ漢字の勉強。次回までの宿
題を渡し彼女も頑張りました。
　空腹を満たすには想像通りの生活で心も荒んでい
た頃、第五小学校の体育館で盲目のテノール歌手・新
垣勉さんのコンサートがあり、彼女を連れて行きまし
た。彼の身の上話を聞き、さとうきび畑の歌を聴いて
いた彼女の目に涙が光りこぼれ出していました。その
後の生活は大きく変わり、アルバイトを始め良好解除
になりました。
　あれから17年。今も５～６年に一度悩みがあると携
帯に電話があります。幸せに暮らしてほしいと願うば
かりです。一見豊かな日本ですが識字力計算力のな
い子どもがいるという現実に胸が痛むケースでした。

活動報告②Report 志木支部　神山富士子

　埼玉県保護司会連合会第３ブロック連絡協議会
は６地区（朝霞・東松山・小川町・川越・飯能・所沢）の保
護司会から成り、６地区の会長、副会長１名（ブロッ
ク担当地区は副会長全員）、各地区会長から推薦の
あった女性保護司、各担当事務局で構成され、理
事会、総会、ブロック研修会等の行事があり、昨
年から朝霞がブロック担当となり、11月には埼玉
県更生保護大会がさいたま市民会館おおみやで開
催され、第３ブロックは担当で、皆様にもお手伝
い頂きました。
　各地区女性保護司６人の情報交換会の時、女性
保護司として困った事、やってあげた事の体験談
から、女性保護司だけの集会をやったらどうかと
いう事になり、41名の参加を頂き、８月に川越で
開催。グループ討議の後、女
性保護司の現状、様々な問題
点や課題を発表して頂き、と
ても良い情報交換の場になっ
たと思います。

埼玉県更生保護大会表彰
第６２回

日時：平成２７年１１月１３日㈮
場所：さいたま市民会館おおみや大ホール

受彰者　３９名（敬称略）

叙勲・褒章受章

全国保護司連盟理事長表彰

朝霞支部／荒川　淳一　（平成２６年秋の褒章）　
和光支部／木田　　亮　（平成２７年春の叙勲）　
朝霞支部／石原　和紀　（平成２７年春の褒章）　

和光支部／東　　洋子
和光支部／加山　茂夫
志木支部／田村　成彦

関東地方更生保護委員会
委員長表彰

関東地方保護司連盟会長表彰

さいたま保護観察所長表彰

志木支部／荒川　幸一
朝霞支部／石井　和夫
新座支部／伊藤　延世
朝霞支部／岩﨑　昭治
新座支部／大畠　光次
朝霞支部／川井　　弘
志木支部／川目　憲夫
新座支部／小寺　明美
朝霞支部／鈴木　修司

新座支部／天笠　吉雄
朝霞支部／正親　久子
志木支部／神山富士子

新座支部／野島　光伸　　和光支部／冨澤　　勝

埼玉県保護司会連合会長表彰

朝霞支部／阿部　哲生　　新座支部／大塚　泰衞

法務大臣表彰
和光支部／冨澤　信次
新座支部／蛭間　俊彦
新座支部／井口　輝雄
志木支部／柴﨑　英雄

朝霞支部／須田　忠夫
和光支部／藤井　容子
和光支部／山田　　実

志木支部／髙橋　恒夫
和光支部／冨岡　健治
新座支部／貫井　國雄
新座支部／原井　浩司
新座支部／山﨑　正明
新座支部／横山　悦子
新座支部／吉澤　豊康
新座支部／谷野　　宏

朝霞支部／千綿マリ子
志木支部／長谷部常美

企画調整保護司の皆さま

●内間木支所
●朝霞第三小学校

浜崎橋

至
西
浦
和

武
蔵
野
線

J
R

わくわくどーむ

朝霞第二中学校
●

東洋大学2号館
●岡橋

水道橋

東京都朝霞浄水場

北朝霞公園

至川
越　
　

●
東武
東上
線　
至池
袋

総合福祉センター

北
朝
霞
駅
朝霞
台駅

黒
目
川

●案内図
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●
振
り
返
っ
て

　保
護
司
活
動
も
任
期
満
了
を
迎
え
ま

し
た
。
肩
の
荷
を
下
ろ
し
た
よ
う
な
、

嬉
し
い
や
ら
寂
し
い
や
ら
何
と
も
不
思

議
な
心
境
で
し
た
。

　数
名
の
方
々
が
送
別
会
を
開
い
て
く

だ
さ
り
、
い
た
だ
い
た
大
き
な
花
束
を

胸
に
抱
え
た
時
に
は
感
無
量
で
し
た
。

多
種
多
様
な
花
の
よ
う
に
大
勢
の
対
象

者
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
あ
の

子
？
　あ
の
人
は
？
今
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　親

子
喧
嘩
を
し
て
夜
中
に
駆
け
込
ん

で
き
た
子
、
薬
物
に
お
ぼ
れ
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
た
者
、
わ
が
子
を
殺

害
し
刑
務
所
に
入
っ
た
母
、
そ
の

家
族
。
様
々
な
対
象
者
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
浮
か
ん
で
は
消
え
、
浮
か

ん
で
は
消
え
て
ゆ
き
、
保
護
司
の
名
の

下
で
役
に
立
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
自
問

自
答
が
続
き
ま
す
。

　あ
る
一
人
の
少
年
を
受
け
持
っ
た
ケ

ー
ス
で
、
両
親
は
離
婚
し
実
母
に
引
き

取
ら
れ
母
は
別
の
男
性
と
再
婚
。
知
ら

な
い
男
が
家
に
い
る
こ
と
に
い
た
た
ま

れ
ず
家
を
飛
び
出
し
、
実
父
の
元
で
仕

事
を
手
伝
い
な
が
ら
日
々
を
過
ご
す
が
、

仕
事
先
で
は
叱
ら
れ
て
ば
か
り
、
家
に

帰
れ
ば
酒
を
飲
む
父
親
が
小
言
ば
か
り
。

そ
ん
な
時
期
に
成
人
式
を
迎
え
、
働
い

て
得
た
お
金
で
購
入
し
た
新
品
の
ス
ー
ツ
、

コ
ー
ト
を
見
せ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
式
典
に
一
緒
に
行
っ
て
ほ
し

い
と
の
事
。
不
安
が
あ
る
、
変
な
奴
ら

に
絡
ま
れ
た
ら
怖
い
と
言
う
。
私
は
喜

ん
で
式
典
に
同
行
し
、
帰
り
に
レ
ス
ト

ラ
ン
に
寄
り
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
て
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　そ
ん
な
彼
が
結
婚
し
、
子
ど
も
に
も

恵
ま
れ
い
い
お
父
さ
ん
に
な
っ
て
、「
先

生
お
疲
れ
様
で
し
た
」
と
家
族
と
共
に

訪
ね
て
き
て
く
れ
、
大
変
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
時
ば
か
り
は
保
護
司
と

し
て
の
役
割
が
実
っ
た
証
の
よ
う

な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

　終
わ
り
に
、
大
勢
の
方
々
に
助

け
ら
れ
、
今
日
ま
で
保
護
司
と
し

て
勤
め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

編
集
後
記

●平成28年度　朝霞地区保護司会事業計画

・６日 役員会及び保護司会会計監査
・６日 定例会及び全体研修会
・１９日 定期駐在（サポートセンター）
・２１日 社会貢献活動（殿山亀寿苑）

・１１日 総会及び研修会、各専門部会
・２４日 定期駐在（サポートセンター）
・ 保護司だより発行

・１４日～１５日　県外視察研修
　　　　　　　　　　（新潟刑務所）
・１６日 社会貢献活動（殿山亀寿苑）
・２８日 定期駐在（サポートセンター）
・第３ブロック連絡協議会理事会
　（朝霞地区が担当で開催６/１０）
・第３ブロック連絡協議会総会・研修会
　（朝霞地区が担当で開催６/２４）

・ ４支部自主研修会
・１３日 社会を明るくする運動
 （駅前等街頭啓発）
・２６日 定期駐在（サポートセンター）

・１０日 定例会及び全体研修会
・１８日 社会貢献活動（殿山亀寿苑）

・ ４支部自主研修会
・２７日 定期駐在（サポートセンター）

・１２日 定例会及び全体研修会
・２０日 社会貢献活動（殿山亀寿苑）
・２５日 定期駐在（サポートセンター）
・第３ブロック連絡協議会研修会
　（朝霞地区が担当で開催１０/２１）　

・１８日 第６３回埼玉県更生保護大会
 （さいたま市民会館おおみや）
・ ４支部自主研修会
・２２日 定期駐在（サポートセンター）
・朝霞地区更生保護女性会との研修会

・７日 定例会及び全体研修会
・１５日 社会貢献活動（殿山亀寿苑）
・２７日 定期駐在（サポートセンター）

・１１日 新年会
・２４日 定期駐在（サポートセンター）

・８日 定例会及び全体研修会
・１６日 社会貢献活動（殿山亀寿苑）
・２８日 定期駐在（サポートセンター）

・ ４支部自主研修会
・２８日 定期駐在（サポートセンター）
・第３ブロック連絡協議会理事会
　（朝霞地区が担当で開催３/３）9月

8月

7月

6月

5月

4月 10月

11月

12月

3月

2月

1月

　「保
護
司
だ
よ
り
」

第
三
号
を
お
届
け
し

ま
す
。本
年
よ
り
本
格
的
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
活
動
し
始
め
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
が
続
く
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
　（記・加
山
）

　■
発
行
・
編
集
者

部  

会  

長
　佐
藤
秀
弘

副
部
会
長
　高
橋
千
里
・
清
水
栄
一

　
　
　
　
　加
山
茂
夫
・
大
畠
光
次

朝
霞
地
区
保
護
司
会
総
務
部
会
一
同

朝
霞
市
福
祉
課
事
務
局

者
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
あ
の

子
？
　あ
の
人
は
？
今
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　親

家
族
。
様
々
な
対
象
者
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
浮
か
ん
で
は
消
え
、
浮
か

訪
ね
て
き
て
く
れ
、
大
変
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
時
ば
か
り
は
保
護
司
と

し
て
の
役
割
が
実
っ
た
証
の
よ
う

し
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

退任者思いで

・
志
木
支
部  

近
藤
佐
保
子 

保
護
司

　
　
　
　 

（
平
成
27
年
５
月
25
日
付
）

・
志
木
支
部  

五
十
嵐
愛
子 

保
護
司

　
　
　
　 

（
平
成
27
年
５
月
25
日
付
）

・
朝
霞
支
部  

要
害
　
桂
子 

保
護
司

　
　
　
　 
（
平
成
27
年
５
月
25
日
付
）

・
新
座
支
部  
髙
石
　
光
治 

保
護
司

　
　
　
　 

（
平
成
27
年
12
月
１
日
付
）

新
任
保
護
司
の
紹
介

齋
藤
　
潤
二
　
主
任
保
護
観
察
官

　
　
　   

（
平
成
28
年
４
月
１
日
付
）

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所

朝
霞
地
区
担
当
が
変
わ
り
ま
し
た
。

朝
霞
支
部
　松
山
　さ
と
子


